
令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 学校教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

学－１ 読解力向上支援事業 決算額 221,760円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標１重点１② 執行方針Ｐ３ 

【目 的】児童生徒の読解力を確認し、きめ細かな指導につなげる 

 

【目 標】 

・５年生以上の読解力を確認 

・個人ごとの分析表作成、授業での指導につなげる 

 

【実施内容】 

・RST（リーディングスキルテスト）を５年生～８年生で実施（委託料 221,760円）  

・分析結果を本人、家庭、学校で共有 

 

【事業成果】 

・大部分の児童生徒において学力との因果関係が確認されるなど、今後の指導に寄与す

るデータを得ることができた 

 

【次年度への課題・展望】 

・さらなる分析および授業への活用 

・民間塾との連携 

 

 

【事業評価・意見】 

特になし 

 

 

【評 価】 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 学校教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

学－２ 学習塾連携推進事業 決算額 356,400円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点１② 執行方針Ｐ４ 

【目 的】学校以外での学びに触れる場を提供し、学力向上を図る 

 

【目 標】 

・学習塾との連携による学校以外の学びの場を提供（2学年以上） 

・保護者への情報提供の実施 

 

【実施内容】 

・練成会グループによるチャレンジゼミの実施（9年生 6年生 委託料 356,400円）  

・保護者対象の高校入試情報講演会を実施（5年生以上の保護者） 

 

【事業成果】 

・従来の 9年生に加え、6年生の春休み時に実施することで、後期課程に向けた学習習慣

の定着を図ることができた 

・近年、大きく変化している高校入試にかかる情報を保護者と共有することで、早い段

階からの準備の必要性を伝えることができた 

 

【次年度への課題・展望】 

・6年生対象の取り組みの継続 

・保護者対象の講演会を参観日等に実施するなど、参加しやすい環境 

 

 

【事業評価・意見】 

特になし 

 

 

【評 価】 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 学校教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

学－３ ＩＣＴ教育環境整備事業 決算額 1,065,718円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標１重点１① 執行方針Ｐ６ 

【目 的】１人１台端末環境および関連機器の整備、支援ソフト等を活用したＩＣＴ教

育環境の向上を目指す 

 

【目 標】 

・全児童生徒にタブレットを配布 

・全教室へのスクリーンの整備 

・全学年で活用する基本ソフトの整備 

 

【実施内容】 

・不足分タブレットの購入（5台 227,298円）  

・未整備教室に対するスクリーンの整備（3教室 572,220円）  

・全児童生徒分のロイロノートスクール利用料を町費負担（242人分 266,200円）  

 

【事業成果】 

・全児童生徒が、毎日、授業でタブレット端末を活用 

・後期課程生徒の持ち帰りを実施、学校の授業と家庭学習を連結 

 

【次年度への課題・展望】 

・既整備分のタブレット端末の更新 

・教職員の技術向上に向けた研修の実施 

 

 

【事業評価・意見】 

・タブレットの持ち帰りにより、荷物が重たくなるなど、生徒の負担

にならないように留意してもらいたい 

 

【評 価】 

Ａ 

 

 

 

  



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 学校教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

学－４ 特別支援教育充実事業 決算額 12,103,974円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標１重点２③ 執行方針Ｐ４ 

【目 的】支援の必要な児童生徒が安心して学び、成長する場の整備 

 

【目 標】 

・特別支援教育支援員の確保（前期 4名 後期 1名） 

・教育支援委員会の充実 

 

【実施内容】 

・特別支援教育支援員の配置（前期 4名 後期 1名 報酬額 12,097.586円）  

・教育支援委員会の開催（委員会 1回 専門部会 7回 補助金 6,388円）   

 

【事業成果】 

・特別支援学級在級児童へのきめ細かなサポートの実現 

・関係機関の連携を強化することにより、日常的な保護者への支援が可能 

 

【次年度への課題・展望】 

・特別支援学級在籍児童生徒の増加に伴う支援員の負担増 

・支援員の増員 

 

 

【事業評価・意見】 

特になし 

 

 

【評 価】 

Ａ 

 

 

  



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 学校教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

学－５ キャリア教育推進事業 決算額 2,680,602円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標１重点３①② 執行方針Ｐ４・Ｐ５ 

【目 的】生きる力の醸成に必要な経験値を上げるため、様々な出会いの場を提供 

 

【目 標】 

・各分野で活躍する人や技術との出会いの場の提供 

・大学生など、より身近な世代の人や考え方との出会いの場の提供 

 

【実施内容】 

・君の夢プロジェクト（剣道部 81,690円 吹奏楽部 216,200円 野球部 579,552円 

講演会 324,540円）  

・あしてらぴっぷ  （3日間 委託料 1,478,620円）   

 

【事業成果】 

・各分野の一流指導者からの直接指導や共演を経験 

・高校や大学に関する話や現時点での考え方や悩みを共有するなど、身近な世代ならで 

はの交流の場にすることができた 

 

【次年度への課題・展望】 

・部活による温度差 

・持続可能な財源の確保 

 

 

【事業評価・意見】 

・あしてらぴっぷは、多様な地域から集まってもらうことが望ましい 

 

 

【評 価】 

Ｂ 

 

  



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 学校教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

学－６ 英語教育充実事業 決算額 6,212,800円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標１重点３③ 執行方針Ｐ５ 

【目 的】グローバル社会に適応するための英語教育環境整備 

 

【目 標】 

・実践的な英語に触れる環境を整備（ＡＬＴ １名配置） 

・前期課程の外国語授業の充実  （英語専科講師 １名配置） 

 

【実施内容】 

・ＡＬＴの配置   （1名 委託料 5,596,800円） 

・英語専科講師の配置（1名 委託料  616,000円）   

 

【事業成果】 

・毎時間ネイティブの英語に触れることで、実践的な訓練が可能 

・英語の指導に不安を抱える前期課程教員が多い中、有資格者が授業を担当することで、 

 英語力の向上および後期課程へのスムーズなつなぎが可能となる 

 

【次年度への課題・展望】 

・放課後におけるＡＬＴの活用 

・英語専科講師の確保 

 

 

【事業評価・意見】 

・ＡＬＴの放課後教室を行う場合は、より効果が上がるように通年で

実施した方がよい 

 

 

【評 価】 

Ａ 

 

  



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 学校教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

学－７ 子どもの安心推進事業 決算額 －円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標２重点２①②③ 執行方針Ｐ６・７ 

【目 的】子どもが安心して成長できるよう、いじめ防止・不登校・児童虐待への対応

体制を整備する 

 

【目 標】 

・いじめの防止および早期認知、対応が可能な体制を整備 

・不登校児童生徒および家族への支援体制を整備 

・児童虐待への迅速な対応を目指した関係機関との連携強化 

 

【実施内容】 

・いじめアンケートの実施（２回） 

・スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラーの配置（道費） 

・いちごっ子応援会議等の開催（２回） 

・ケース検討会議の開催（３回）   

 

【事業成果】 

・いじめアンケートにより、些細なことも含めた人間関係状況の把握が可能になる 

・スクールソーシャルワーカーとスクールカウンセラーが当事者や学校と関係機関をつ

なぐ役割を果たすことで、幅広い支援が可能になる 

・適時、関係機関会議において情報共有することで、事案発生時の迅速な対応が可能と

なる 

 

【次年度への課題・展望】 

・義務教育学校の利点を活かし、児童生徒に関わる大人を増やすことで、児童生徒がＳ

ＯＳを伝えることができる対象を増やす 

 

 

【事業評価・意見】 

・ＳＮＳの普及により子どもの姿が見えにくくなっている点に注意を払ってほ

しい 

・いじめ件数を０とする判断は慎重にする必要がある 

・子どもを守るための連絡体制の維持は、特に重視して取組む必要がある 

【評 価】 

Ａ 

 

  



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 学校教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

学－８ 給食内容改善事業（ピピカツ） 決算額 500,000円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標２重点３④ 執行方針Ｐ８ 

【目 的】脳と体の健康に重要な情報伝達物質を活性化させるため、地元食材の積極的

活用や効果的なミネラル成分の摂取を目指した給食を提供する 

 

【目 標】 

・周辺地域を含めた地元食材の積極的活用（米を除く地元食材を 1 品以上使用した日数

を 45％以上。米を含めた日数を 100％） 

・添加物無添加調味料の活用（基本調味料の全てを無添加調味料に） 

 

【実施内容】 

〇使用地元食材 

米、米粉パン、卵、オクラ、アスパラ、だいこん、きくらげ、まいたけ、なめこ、いちご、い

ちごジャムパン、冬いちご、トマト、ミニトマト、とうもろこし、ブロッコリー、ジャガイモ、

にんにくの芽、きゅうり、ピーマン、メロン、かぼちゃ、千本ねぎ 

〇無添加調味料 

味噌、みりん、各種だし（いわし、あじ、昆布、かつお節）、砂糖、醬油 

 

【事業成果】 

・地元食材使用日数率、給食日数の 54％（米を含む 100％） 

・基本調味料の全てで無添加調味料を使用 

 

【次年度への課題・展望】 

・冬期間の地元食材の確保 

・さらなる地元食材の開拓 

・成分分析の実施 

 

【事業評価・意見】 

・にじますも取り入れてはどうか 

・今後も給食費の高騰による保護者の追加負担はできる限り生じない

ように留意する必要がある 

【評 価】 

Ａ 

 

 

 

 



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 社会教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

社－１ 学力向上事業 決算額 97,108円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点１②  執行方針Ｐ１２ 

【目 的】 

 児童の学力向上のため、学校の長期休業期間に学習機会を提供し、学習の遅れ等を補

完することを目指す。 

 学校で体験できない体験を通じ、将来の自分をイメージできるよう成長を促す 

 

【目 標】 

・前期課程を対象に夏・冬休み期間中に「ぶっくん寺子屋」を開催。 

・長期休暇期間以外の毎週月曜日に４～６年生を対象に「ほくれい塾」を開催 

 

【実施内容】 

・学習サポートと共催で「ぶっくん寺子屋」を開催。全４回  

・長期休暇期間以外の毎週月曜日に「ほくれい塾」を開講。全３０回 ２４人 

 

 

【事業成果】 

・意欲的な学習意欲の向上が図れた子供も散見された。 

・通常授業ではできない個別指導により学力の遅れが一部解消された。 

・体験型講義により、自分の将来の進学先や職業へのイメージをもたらすことができた 

 

【次年度への課題・展望】 

・学校学習サポートと共催したことにより、ボランティアの人数がかからなくなったの

で、今後は学校主体で実施も検討 

・ほくれい塾が「勉強」のイメージがついてしまい参加者が伸びていない。勉強も重要

だが、社会に出て参考になる講義を多く取り入れていく必要がある 

 

【事業評価・意見】 

 特になし 

 

 

【評 価】 

 

Ｂ 

 

 

 

 



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 社会教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

社－２ 芸術鑑賞事業 決算額 939,000円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点２③ 執行方針Ｐ１４ 

【目 的】 

町民に芸術・文化に親しむ機会の提供に努めること 

 

 

【目 標】 

・児童芸術鑑賞事業開催  全児童 

・町民芸術鑑賞事業開催  100名参加 

 

 

【実施内容】 

・児童芸術鑑賞事業「空に油」公演（中央学校前期課程） 220,000円 

・町民芸術鑑賞事業「東京メトロポリタン・ブラス・クインテット」公演 

 135名  719,000円 

 

【事業成果】 

・児童に対しての音楽鑑賞事業で、民族楽器等の演奏も行ったことにより、音楽への造

詣が深まった 

・町民に対し、日本トップレベルの演奏会を実施したことにより、芸術文化に対する興

味関心を高めることができた 

 

【次年度への課題・展望】 

・児童芸術鑑賞は、今後も北海道巡回小劇場事業を基本に学校とも公演団体の選定を行

っていく 

・町民芸術鑑賞は、道外から公演者を招聘して実施する場合、高額の公演料となるため、

入場料等の徴収も検討していく必要がある 

 

 

【事業評価・意見】 

・入場料はこれまで徴収していなかったものなので、金額設定はよく考える

必要がある。 

・町外入場者は一定の入場料徴収が妥当 

【評 価】 

 

Ｂ 

 

 



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 社会教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

社－３ 公民館事業 決算額 206,242円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点２③ 執行方針Ｐ１３ 

【目 的】 

 ・学校では経験できない遊びや社会的体験を通じ、非日常の楽しさを感じ、子供達個々

の成長機会を提供する 

 ・目標を持って物事に取り組むことにより、達成した際の喜び等を感じ、自己肯定感

を高める。 

 

【目 標】 

・突哨山ツアー    20名参加 

・子ども自然体験教室 20名参加 

・夏の自由研究    15名参加 

 

【実施内容】 

・子ども自然体験教室「比布アドベンチャーズ」全３回（里山部 清水氏 161,242円） 

・フラワーアレンジメント教室（北海道道花き普及事業） 

・木工クラフト教室（森林贈与税活用事業 ㈱ササキ工芸） 

・夏の自由研究（PIP相互応援事業 ピップ㈱） 

・春の突哨山ツアー 15,000円 

・体験文化祭「イラスト教室」（墨絵書家 小林白炎氏 30,000円） 

 

【事業成果】 

・子どもたちは様々な体験活動を通じ、自然の尊さや楽しさを感じ、その中でコミュニ

ケーション力を高めることができた 

・比布ではできない体験を経験することにより、文化に対しての意識が向上した 

 

【次年度への課題・展望】 

・引き続き自然体験事業は実施。子どもたちの自主性を高めるようなメニューを実施。 

・大人対象の事業は、参加者が集まりにくいので、ニーズを把握し参加したい・しやす

い内容を検討する 

 

【事業評価・意見】 

特になし 

 

 

【評 価】 

 

Ａ 



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 図書館係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

社－４ 図書館運営事業 決算額 2,259,466円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点２⑤ 執行方針Ｐ１４ 

【目 的】 

・図書館の効率的運営を維持するための管理業務の遂行 

・利用者数の増を図るため、イベントや館内の整備 

 

【目 標】 

・蔵書数の確保 

・子どもの読書推進のためのイベント・事業開催 

・施設の維持管理 

 

【実施内容】 

・蔵書購入   

・ブックスタート・ブックステップ  

・ぶっくんライターコンクール  

・各種イベントの開催  

 

【事業成果】 

・蔵書購入 1,063冊、1,999,669円 

・ブックスタート・ブックステップ 29,579円、65,606円 

・ぶっくんライターコンクール    3,000円 

・各種イベントの開催（５回） 

・外壁塗装  161,612円 

 

【次年度への課題・展望】 

・施設も 20年が経過し、老朽化が進んでいる。効果的な修繕の実施。 

・子どもの読書離れの対策。 

・他市町村図書館との差別化（独自色の確立） 

・郷土資料の収集 

 

【事業評価・意見】 

・子どもが読書離れしているという根拠を分析した方がよい 

・せっかくの施設なので、まずは図書館に来てもらうことが重要 

・憩いの場になるような空間づくりが必要ではないか 

 

【評 価】 

 

Ｂ 



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 社会教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

社－５ 白寿大学運営事業 決算額 101,154円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点２② 執行方針Ｐ１３ 

【目 的】 

  生涯学習の観点に立ち、生きがいのある人生観の確立、高齢者の持つ豊富な経験と

多彩な能力を生かし時代変化に応じた新しい知識を身につけるとともに高齢者相互の

親睦を図る 

 

【目 標】 

・月１回の集合学習の実施 30名参加 

・社会見学２回実施    20名参加 

 

 

【実施内容】 

・集合学習全 10回開催   

・社会見学 2回開催     

 

 

【事業成果】 

・様々なメニューを取り入れた結果、学習意欲の向上や生きがいづくりにつなげること

ができた 

  

 

【次年度への課題・展望】 

・多様化するニーズに対応した学習機会の提供と自主的学習活動の推進 

・新規入学者の確保 

・自治会体制の改善 

 

【事業評価・意見】 

 特になし 

 

 

【評 価】 

 

Ｂ 

 

 

 

 



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 社会教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

社－６ 文化財保護事業 決算額 455,138円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点２④ 執行方針Ｐ１４ 

【目 的】 

 歴史的建造物である「旧鈴木邸」と郷土資料館の有効活用と適正な維持管理を行う 

 

 

【目 標】 

・旧鈴木邸  来館者 200名 

・郷土資料館 来館者  50名 

 

 

【実施内容】 

・旧鈴木邸  来館者 371名 

・郷土資料館 来館者  76名 

 

 

【事業成果】 

・旧鈴木邸は町内団体に貸し出しも行い、また、歴史的建造物の価値が町外にも浸透し、

映画のロケ地ともなり多くの来場があった 

・郷土資料館は、建物自体が歴史的資料としての価値があることも来場者には認識して

いただいている 

 

 

 

【次年度への課題・展望】 

・旧鈴木邸は引き続き維持管理に努める 

・郷土資料館は建物自体に歴史的価値が存在するが、老朽化により対規模補修が必要と

なっており、改修に向けて検討を進めていく 

 

 

【事業評価・意見】 

・町内にあるその他の古い建物にも光をあて、紹介する取組みがあっ

てもよいのではないか 

・施設周辺の整備も必要 

【評 価】 

 

Ｂ 

 



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 社会教育係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

社－７ 放課後児童健全育成事業 決算額 10,132,475円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点１③ 執行方針Ｐ１３ 

【目 的】 

 仕事等の留守家庭の放課後及び長期休業中における児童の健全育成と安全な居場所づ

くりを確保する 

 

 

【目 標】 

 開所 ２９０日 月平均４０名 

 保育料          2,191,000円 

人件費（報酬・手当・共済）6,990,408円 

 運営費（消耗品・食糧費等） 965,888円 

 施設管理費（燃料費・修繕・光熱水費等）2,176,179円 

 

【実施内容】 

 開所 ２９０日 月平均４５名 

  

  

 

【事業成果】 

 留守家庭児童の居場所として、定員以上の受け入れを行い、保育だけではなく学習や

体験活動も実施し、健全育成、子育て支援を図ることができた 

 

 

【次年度への課題・展望】 

・入所希望者の定員超過、指導員不足 

・施設も老朽化していることから、令和６年度から学校施設内に移設予定 

・定員を６０名に増員することを検討 

 

【事業評価・意見】 

 特になし 

 

 

【評 価】 

 

Ａ 

 

 



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 スポーツ振興係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

ス－１ 運動による脳の活性化事業（ピピカツ） 決算額 2,016,160円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点３① 執行方針Ｐ１５ 

【目 的】脳の活性化に特化した運動教室の実施 

 

【目 標】 

・幼児以降の運動機会を設定（幼児・児童・生徒） 

・楽しみながら運動機能が強化できる内容の教室を実施 

 

【実施内容】 

・幼児運動教室（24回 参加者 18名 委託料 1,418,640円 備品購入費 179,520円）  

・前期課程運動教室（38回 参加者 51名 委託料 418,000円） 

・後期課程運動教室（18回 地域おこし協力隊対応） 

 

【事業成果】 

・専門家の指導の下、画一的なメニューではなく各年代に合った運動機能強化内容を遊

びの要素を取り入れたことで、参加者の主体的な活動につなげることができた 

 

【次年度への課題・展望】 

・認知度向上のため、周知方法を改善 

・参加者アンケートを実施し、ニーズを確認 

 

 

【事業評価・意見】 

・委託料のわりに幼児運動教室の参加者が少ない。日程設定も含めて

人数を増やす工夫が必要 

 

【評 価】 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 スポーツ振興係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

ス－２ 地域間交流促進事業 決算額 289,030円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点３② 執行方針Ｐ１５ 

【目 的】スポーツを通じた仲間づくりや地域間の交流を推進する 

 

【目 標】 

・各種行政区交流大会の実施 

 

【実施内容】 

・全町親睦ミニバレーボール大会の実施（5行政区 16チーム） 

・全町ソフトボール大会の実施（9行政区 11チーム ） 

・全町女性バレーボール大会の実施（5行政区 5チーム）  

（主な事業費 景品等 225,030円 審判謝礼等 64,000円） 

 

【事業成果】 

・コロナ禍のため大会後の交流会を行う行政区は少なかったが、大会を通じての親睦を

深めることができた 

 

 

【次年度への課題・展望】 

・高齢化にともなう参加者の減少 

・競技内容の検討 

 

 

【事業評価・意見】 

・本格的に種目変更を検討する必要があるのではないか 

 

 

【評 価】 

Ｂ 

 

 

 

 



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 スポーツ振興係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

ス－３ スポーツ団体支援事業 決算額 966,000円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点３③ 執行方針Ｐ１５ 

【目 的】町のスポーツ環境を支える各団体の活動を支援する 

 

【目 標】 

・各団体の活動に必要な経費の一部を支援。既存団体数を維持する 

 

 

【実施内容】 

・体育協会運営費補助金（620,000円） 

・スポーツ少年団連絡協議会運営・保険料補助金（329,000円） 

・スポーツクラブ安全保険補助金（12,200円） 

 

 

【事業成果】 

・各団体とも参加者数の減少により厳しい運営が続いているが、団体数は維持し、町の

スポーツ環境を支える体制を続けることができている 

 

 

【次年度への課題・展望】 

・役員、指導者の確保 

・参加者数確保に向けたＰＲ 

・部活動の地域移行を見据えた情報共有 

 

 

【事業評価・意見】 

 特になし 

 

 

【評 価】 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 スポーツ振興係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

ス－４ 冬季スポーツ推進事業 決算額 422,161円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点３③ 執行方針Ｐ１６ 

【目 的】スキーのまちとして、町民が気軽に冬季スポーツを親しむ環境を整備する 

 

【目 標】 

・スキー大会の実施（2大会以上） 

・スキー・スノーボード教室の実施（3日間） 

・スキー授業リフト町費負担（全額） 

 

【実施内容】 

・2大会開催（ぴっぷ GS大会・町民スキー大会） 

（GS：参加者 110名 補助金 50,000円 町民：参加者 51名 景品・謝礼 82,261円） 

・スキー・スノーボード教室（3日間 77名 講師謝礼延べ 89名 267,000円） 

・スキー授業町費負担（リフト代 22,900円） 

 

【事業成果】 

・GS：町スキー場の PR 町民：技術レベルに関係なく気軽に競技に参加できる 

・初心者から上級者までが無料で指導を受けることができ、多くがリピーターとなって

いる 

・保護者負担なくスキー授業の回数を維持することができている 

 

【次年度への課題・展望】 

・大会参加者の減少（特に GS大会における町民の参加者 R4：5名） 

・教室日程の工夫 

 

 

【事業評価・意見】 

・親子でスキー場に足を運ぶように、スキー場にソリ遊びコースを設

けるなど、気軽に楽しめるような工夫が必要ではないか 

 

【評 価】 

Ｂ 

 

 

 

  



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 スポーツ振興係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

ス－５ 室内遊び場整備事業 決算額 2,307,659円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点３④ 執行方針Ｐ１５ 

【目 的】各種アンケートで要望が多い室内の遊び場を整備 

 

【目 標】 

・遊びながら運動できる場を整備（運動用玩具の整備） 

・幼児から児童までが安心して遊べる場の整備（幼児用エリアの整備） 

 

【実施内容】 

・遊ぴっぷの開設（5月～10月 利用者数 483人） 

・遊具等購入費 （1,909,032円） 

・管理人人件費  （398,627円）    

 

【事業成果】 

・設置初年度のため、浸透が不十分な面があったが、リピーターも多く、遊び場の受け

皿として一定の役割を果たすことができた 

 

 

【次年度への課題・展望】 

・周知方法の工夫 

・幼児用スペースの充実 

 

 

【事業評価・意見】 

・夏季期間のみの開設だが、冬こそ室内の遊び場が必要ではないか 

・老朽化が進んでいるので、施設の修繕も進める必要がある 

 

【評 価】 

Ｂ 

 

 

  



令和４年度 事務事業点検・評価調書 

 

事務事業実施係 スポーツ振興係 関連計画 教育推進の重点 

番号 事業名 事業費 

ス－６ 体育施設整備事業 決算額 51,469,000円 

 

事業の概要 

【関連計画項目】：目標４重点３④ 執行方針Ｐ１６ 

【目 的】安全にスポーツに親しむことのできる体育施設の整備 

 

【目 標】 

・施設整備計画等に基づく体育施設の整備 

 

【実施内容】※1,000,000円以上の事業 

・プール上屋シート改修（8,360,000円）  

・改善センター高圧受変電設備改修（4,444,000円） 

・改善センター外壁・体育館屋根塗装工事（30,800,000円） 

・百年記念公園管理委託（7,856,000円）   

 

【事業成果】 

・長期的な体育施設利用が可能になり、気軽にスポーツに親しむ環境が確保できる 

 

【次年度への課題・展望】 

・全ての施設における老朽化の進行 

・有利な財源確保を図りながら計画的に整備を進めていく 

 

 

【事業評価・意見】 

 特になし 

 

 

【評 価】 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 教育委員会議開催状況 

開催月日 協 議 事 項 ・ 議 案 等 

4年 4月 22日 報告事項 

協議事項 

令和 4年度町・教育委員会機構図及び所管委員会委員について 外 12件 

令和 4年度要・準要保護児童生徒の認定について  

4年 5月 30日 報告事項 

 

令和 3年度比布町教育奨励賞表彰者について 外 8件 

  

4年 6月 28日 報告事項 

協議事項 

あしてらキャンプの開催について 他 10件    

スポーツ推進委員の委嘱について  

4年 7月 29日 報告事項 

協議事項 

会計年度任用職員の任用について 外 5件 

令和 4年度比布町文化賞・文化奨励賞について 

4年 8月 22日 報告事項 

協議事項 

第 55回全町ソフトボール大会について  外 3件 

令和 4年度全国学力・学習状況調査の公表について   

4年 9月 28日 報告事項 

協議事項 

就学時健康診断の実施について 外 8件 

令和 4年度比布町文化賞・文化奨励賞の答申について 

4年 10月 3日 

 

協議事項 職務代理者の指名について 

4年 10月 31日 報告事項 

 

就学時健康診断の結果について 外 9件 

 

4年 11月 30日 報告事項 

協議事項 

町民文化祭（作品展示）について 外 7件 

令和 3年度比布町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点

検・評価の議会報告について 外 2件 

4年 12月 21日 報告事項 

協議事項 

町民スキー・スノーボード教室の開催について 外 4件 

令和 4年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の公表について  

5年 1月 30日 報告事項 

協議事項 

令和 5年度教育費関係予算（案）について 外 3件 

比布町教育委員会会議傍聴人規則の一部を改正する規則について 

5年 2月 28日 報告事項 

協議事項 

令和 5年度児童生徒数と学級編制数（予定）について 外 6件 

令和 4年度教育関係補正予算（案）について 

5年 3月 31日 報告事項 

協議事項 

学校におけるマスクの対応について 外 9件 

比布町立学校管理規則の一部を改正する教育委員会規則について 外 9件 

 

 


